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     仮設住宅で安心して健康でコミュニテイを大事に暮らすために 

 震災から 5 カ月が経過しました。この間の市職員はじめ、県内外の多くの職員とボランテイアのみな

さんの献身的なご努力で、やっと仮設住宅やみなし仮設で生活できるようになりました。私たち日本共

産党は、仮設で暮らしている被災者が、これまでどんなご苦労をされてきたのか、仮設が安心して暮ら

せる住居になっているのか、健康上の問題はないか、さらには、仮設を出た後の暮しの見通しが立って

いるのか、等々について、聞き取り調査を行ってきました。その中で、行政として支援すべきことがま

だまだ残っていること、支援する上で、被災者の立場に寄り添うことの大切さを痛感しました。 
 羅列的になりますが、被災者が仮設で安心して暮らす上で、以下のような要望が出されましたので、

すぐできることには直ちに着手していただくとともに、少し時間が必要な項目については、いつごろに

なるのか、また国や県の支援がないとできないものがあるのかなども明らかにして、きめ細やかに住民

の立場で改善に取り組んでいただきたいと思い、下記の申し入れをすることにしたものです。 
記 

《秋津中央と東町の仮設》 

〇仮設団地担当の職員を配置して巡回してほしい。保健師や看護士さんにもお願いしたい。 
〇部屋が狭くて、ベッドや家財道具が置けない。高齢者にとっては寝起きがつらい。 
〇今度受験する子どもがいるが、部屋が少なく狭いので、肩身が狭い思いで勉強している。 
〇家財道具を捨てずに済むように、仮の倉庫・コンテナを設置してほしい。 
〇出入口の庇が短いので雨の時玄関まで振り込むので広くしてほしい。窓の二重サッシはありがたい。 
〇釘が打てないので、それに代わるものを設置してほしい。狭いので棚がどうしてもいる。 
〇花に水をやったり散水をするために、外に水道蛇口をつけてほしい。 
〇仮設と仮設の間に水がたまるので雨の時に見に来てほしい。 
〇玄関の鍵がかかりにくい。 
〇部屋に小さな虫（コバエ）が沢山いる。何とか駆除してほしい。 
〇駐輪場がほしい。今は雨ざらしになっている。 
〇入居期間が 2 年と聞いているが、自宅はまだ解体もいつから始まるかもわからず、2 年で自宅に戻れ

るか心配。自宅に戻れるまで仮設で暮らせるのか。 
〇家族の入・通院する病院が遠くなったので、交通費が大変。支援してもらえないのか。 
〇ネットを利用できる環境にしてほしい。 
〇倉庫・小屋がないので、家財を処分するしかないが、それでは、また戻るときに買わなくてはならな

い。 
〇益城や甲佐の知人の話を聞くと、熊本市が仮設の設備でも一番遅れているがどうしてか。 
〇駐車場が若い世帯には一台分では不足する。まだ用地はあるので設置してほしい。 
〇大きな黒アリがいっぱいいるので家の中に入ってくるのではと心配。 
〇2 年後、安いアパートに入れるか心配。 復興住宅はどれくらいつくる計画か。 



〇靴箱が置けるようにならないか。 
〇知り合いが一人もいないので心細い（半数位の人） 
〇洗濯場が狭い。 集会所がまだ出来てない。 
〇「一部損壊」世帯に、なぜ何の支援もないのか。義援金は一部損壊にも本来回すべきではないか。 
 

《城南町の仮設》 

〇家の前を車の出入りが多く、ほこりがひどい。柵をつくってほしい。 
〇家財道具は、小屋とコンテナを借りているが、財政的支援をしてほしい。 
〇自宅の解体申請はしているが、いつになるかわからないというので、2 年後が心配でたまらない。 
〇長い避難生活だったので、食事をつくるのも面倒になり、生活の意欲が出ない。 
〇生協やスーパーが販売に来るので買い物の心配はいらない。 
〇農業が続けられるか心配だが、やらないと農協までつぶれる。 
〇病院と歯科医院が遠くなったので、前のようにいけない。辛抱している。 
〇さくらカードはありがたいが、嘉島が通れないので改善してほしい。 
〇市内に共同作業者があるので、バスを 2 回乗り換えて通っているが交通費が工賃より高い。 
〇行政から誰も来ないので情報が入らない。なぜ、一人ひとりの様子をうかがいにでも来ないのか。 
〇健康上の不安があるので、時々健診や医療相談をしてほしい。 
〇震災で、神経痛とアナフラキーショックになり、5 月に救急車で 2 回病院に運ばれた。再発が心配。 
〇全壊だが、300 万円くらいでは到底、家の再建が出来ない。どうすればいいのか。 
〇合併したので、合併前と比べて、役場の対応が悪いし、遅い 
 
 
  《富合町の仮設》 

〇2 年後の計画が立たない。家を建て直せればいいが、見通しがない。 
〇風呂について―介護の人が入れない、ふちが高くて高齢者にはきつい。対応できるものに変えてほし

い。 
〇物置を月 1 万 7 千円のリースで借りているが支援できないか。（敷金は 10 万円） 
〇集会所に外用の水道蛇口をつけてほしい。 
〇解体業者は熊本市内でないといけないと言われたが、益城の業者位良いのではないか。 
〇コンテナが必要。 
〇玄関に雨が入る。 
〇部屋が狭く、フトンでギリギリ。2 年後に、ベッドを持って帰れない。 
〇2 年後、移転する時、ネコや犬などのペットが飼えるところがあるかどうか心配。 
〇アブの駆除をお願いします。 
〇集団花壇を何カ所か置いていただきたい。 

以上 
 

 


